	授業科目
	総合科目VI　《Add-on Program「多言語・多文化社会」》

	授業題目
	多言語・多文化社会（歴史）（9444）

	対象学年
	1年次～4年次

	開講学期
	1学期

	曜日・時限
	5月17日（木）1限

	教室
	114

	授業の目標
	インドネシアにおける多言語・多文化社会の実情と歴史を概観する。

	教材・参考書等
	加藤剛「多民族国家：『多様性の中の統一』への道」宮崎恒二ほか編『暮らしがわかるアジア読本　インドネシア』河出書房新社、1993．pp.25-34．

	成績評価の方法
	授業後にレスポンス・ペーパーを提出することで出席とする。

	注記
	リレー講義のうちの1回を担当。授業全体の問合せは授業代表の野本京子先生（日本語専攻）まで。授業のお知らせ：http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer-education/

	担当教員
	青山　亨（インドネシア語専攻）633研究室

Email: taoyama@tufs.ac.jp　Website: http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/aoyama/


多言語・多文化社会（歴史）「インドネシアの多言語・多文化社会」
授業の流れ

1. 導入：　インドネシアの民族・宗教の分布（25分）

2. 素材：　ビデオ「南の国のデパート・ガール」（25分）

3. 討論：　ビデオにもとづくグループ・ディスカッション（20分）

4. 総括：　宗教分布の歴史的背景（15分）

授業の狙い

1. 東南アジアにおいて多民族国家であるということは、どういうことかを理解する。

2. 多民族国家における文化の違いの歴史的背景を理解する。

講義の構成

· グループディスカッション用の用紙を配布、グループ分けを確認

· インドネシアの民族構成（表）

· インドネシアの民族分布（地図）

· 民族の違いとは？言語bahasaの違い、宗教agamaの違い。

· 公用語と地方語：言語の違い（図）イメージ図

· インドネシアの宗教構成（表）

· インドネシアの宗教分布（地図）

· 宗教の違い（図）2002年ワイサクでの5宗教の祈り

· インドネシアの祝日（表）

· ビデオ「南の国のデパート・ガール」

· 歴史的背景

さらに学びたい人のための参考文献

· 綾部恒雄・石井米雄編『もっと知りたいインドネシア』第2版．弘文堂．1995．少し古くなったがインドネシアについての標準的概説書。

· 小川　忠『インドネシア―多民族国家の模索』（岩波新書）岩波書店．1993．スハルト体制期のインドネシアを描く。インドネシアの多民族性にも言及。

· 水本達也『インドネシア―多民族国家という宿命』（中公新書）中央公論社．2006．スハルト体制崩壊後のインドネシアを描く。文化よりは政治に焦点がある。

· 白石　隆『海の帝国―アジアをどう考えるか』（中公新書）中央公論社．2000．東南アジア海域世界の歴史を振り返る。

